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環境マネジメント推進体制

　1914年の創業以来、当社は、“循環型社会の実現に貢献する”という精神を重視しながら、ガラスびん製造
を事業の柱として着実な歩みを続け、現在では包装容器メーカーとして不動の地位を築き上げることができ
ました。当社では、これまでも、これからも持続可能な社会の実現のため、地域、及び環境との調和を重要な経
営課題と認識し、すべての事業活動において、関連法規を順守すると共に、省資源、省エネルギー、リサイク
ル、廃棄物削減に努め、継続して地球環境負荷の低減に貢献していきます。

環境方針

　環境問題をお客様並びに全従業員とのつながりの中で、当社全体で取り組まなければならない経営課
題ととらえ、全社的な環境管理推進体制を構築し、環境改善に取り組んでいます。
　環境管理推進体制として、環境管理委員会を設置し、全社の環境問題への対応を審議・決定し、環境保
全活動を推進しています。
　また、2010年10月から当社全体へと環境マネジメントシステムの統合拡大を行って、さらなる体制
の強化を図っています。

環境マネジメント推進体制

　環境マネジメントシステム認証取得の目的は、継続的な環境改善の取り組みを促し、地域、及び環境
との調和のとれた持続可能な社会づくりにあります。
　このシステムをより効率的・効果的なものにするため、全事業所で環境目的、及び目標に取り組み、マ
ネジメントシステムをさらに充実させています。現在、当社では、中部営業所・西日本営業所・川島プラ
ントを除く全社で認証を取得しています。

ＩＳＯ１４００１の認証取得

　環境マネジメントシステムを適切に運用する
ため自社内で年に１度環境内部監査を実施して
います。2010年度は、指摘事項38件、改善課題
72件を抽出し、改善を図っています。

環境内部監査

環境マネジメント

取締役会 環境管理委員会 本社コーポレート部門環境委員会

ガラスびんカンパニー環境委員会 GC本社部門環境委員会

東京工場環境委員会

埼玉工場環境委員会

播磨工場環境委員会

大阪工場環境委員会ニューガラスカンパニー環境委員会

プラスチックカンパニー環境委員会 関西工場環境委員会

宇都宮工場環境委員会

エンジニアリングカンパニー環境委員会
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（１）省エネルギー、省資源の推進
（２）環境負荷（大気汚染、水質汚濁、化学物質リスク）の低減の推進
（３）地球温暖化対策・ＣＯ２排出量低減の推進
（４）持続可能な社会実現への３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）

活動の推進
（５）廃棄物の減量化及び再資源化の推進
（６）環境改善に寄与する製品開発の推進
（７）環境に配慮した製造設備、機器の開発
（８）地球環境活動への参加
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ISO14001マネジメントシステム登録証

環境マネジメントシステムを構築し、継続的に改善することにより、
環境に対する汚染を予防します。

事業活動に伴い適用される環境に関する環境関連法規及び社会的
約束を順守します。

事業活動が環境に与える影響を調査・評価し、環境目的及び目標を
定め、継続的な改善を全員で推進します。

具体的活動として、以下の項目に取り組みます。




